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明治時代に造られた突堤は中央までの 511メートルで、その先は
昭和期に継がれました。右岸に広がる三国サンセットビーチは、排
出された砂がたまってできた三国港突堤の副産物だといいます。
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三
国
（
坂
井
市
三
国
町
）
は
、『
日

本
書
紀
』
や
『
続
日
本
紀
』
に
も

登
場
す
る
古
い
港
町
。
江
戸
時
代
後
期
か

ら
明
治
時
代
に
か
け
て
は
、
特
に
北
前
船

の
寄
港
地
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。
福
井
県

嶺
北
地
方
の
河
川
が
九
頭
竜
川
に
集
結
し

海
へ
注
ぐ
場
所
に
位
置
す
る
こ
の
港
は
、

越
前
の
一
大
経
済
拠
点
だ
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
三
国
港
は
河
口
港
な
ら
で
は

の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
九
頭
竜
川

上
流
か
ら
の
土
砂
が
た
ま
り
や
す
か
っ
た

の
で
す
。
か
つ
て
商
港
と
し
て
繁
栄
し
た

港
は
、
現
在
の
三
国
漁
港
よ
り
も
１
～
２

キ
ロ
川
上
に
あ
り
ま
し
た
。
港
の
水
底
が

浅
く
な
っ
て
は
大
き
な
船
が
入
れ
ず
、
商

売
が
で
き
ま
せ
ん
。
地
元
の
人
々
は
、
何

と
か
港
を
改
修
し
て
、
賑
わ
い
を
維
持
し

た
い
と
政
府
に
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
招
へ
い
さ
れ
た
の
が
、
オ
ラ
ン

ダ
人
土
木
技
師
Ｇ
．
Ａ
．
エ
ッ
セ
ル
で
す
。

エ
ッ
セ
ル
は
明
治
９
（
１
８
７
６
）
年
、

三
国
を
訪
れ
、
港
を
調
査
。
九
頭
竜
川
河

口
右
岸
に
突と

っ
て
い堤
を
、
対
岸
の
新
保
に
は
水

中
に
Ｔ
字
型
の
水
制
を
設
け
、
川
幅
を
狭

め
て
水
の
勢
い
を
増
し
、
緩
や
か
に
湾
曲

し
た
突
堤
で
水
の
流
れ
を
導
き
、
土
砂
と

と
も
に
日
本
海
へ
流
す
と
い
う
改
修
計
画

を
立
て
ま
す
。
こ
の
計
画
は
デ
・
レ
イ
ケ

に
引
き
継
が
れ
、
明
治
11
（
１
８
７
８
）

年
に
着
工
。
明
治
15
（
１
８
８
２
）
年
、

三
国
港
突
堤
は
完
成
し
ま
し
た
。
日
本
の

近
代
土
木
史
上
重
要
な
遺
構
と
し
て
、
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
に
帰
国
し
た
エ
ッ
セ

ル
は
、
後
に
自
分
の
足
跡
を
二
十
数
冊
の

回
想
録
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の

第
二
巻
に
は
、
日
本
行
き
を
希
望
し
た

き
っ
か
け
か
ら
帰
国
途
中
の
船
旅
ま
で
の

出
来
事
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
を
離
れ
て
三
十
年
以
上
も
後
に
書

か
れ
た
こ
の
一
冊
に
は
、
三
国
で
の
思
い

出
も
多
く
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
九
頭
竜
川

の
左
岸
側
に
広
が
る
松
林
と
芳
し
い
花
々

の
咲
き
乱
れ
る
砂
丘
。
東と

う
じ
ん
ぼ
う

尋
坊
の
海
女
た

ち
が
採
っ
た
サ
ザ
エ
や
ナ
マ
コ
、
ア
ワ
ビ

な
ど
。
聖
な
る
島 

雄
島
で
は
、
革
製
品

を
身
に
着
け
て
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
は

許
さ
れ
ず
、
藁
製
の
サ
ン
ダ
ル
に
は
き
か

え
た
こ
と
。

　

約
半
年
と
い
う
短
い
滞
在
に
も
関
わ
ら

ず
、エ
ッ
セ
ル
が
三
国
の
風
物
に
つ
い
て
、

こ
れ
だ
け
多
く
の
こ
と
を
書
き
綴
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
よ
ほ
ど
印
象
深
い

土
地
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
で
世
界

的
に
知
ら
れ
る
版
画
家
Ｍ
．
Ｃ
．
エ
ッ

シ
ャ
ー
は
、
Ｇ
．
Ａ
．
エ
ッ
セ
ル
（
エ
ッ

シ
ャ
ー
）
の
五
男
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の

ゆ
か
り
か
ら
、
過
去
に
「
み
く
に
ト
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
コ
ン
ペ
」
が
開
催
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
エ
ッ
セ
ル
（
エ
ッ

シ
ャ
ー
）
は
、
父
子
揃
っ
て
三
国
の
地
に

大
き
な
足
跡
を
遺
し
て
い
ま
す
。

 

突堤工事の様子
（明治 12（1879）年頃）

三み

国く

に

港
を
救
っ
た

オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
、

エ
ッ
セ
ル
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